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島根半島一漁村における漁撈活動

大 胡 修*

Notes on Fishing Activities in Okidomari, Shimane Prefecture

Osamu  OGo

   This note describes the fishing activities of a coastal village 
in Okidomari district, where a variety of techniques such as 
netting, spearing, rod and line  fishing are utilized.
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は じ め に

　本稿は,島 根県八束郡島根町沖泊で実施 した漁撈活動に関する調査報告である。以

下で扱う素資料は,昭 和50年10月29日 一11月6日 および同51年5月6日 一5月12日 の

2度 にわたっておこなった実態調査で得たものである。本稿の調査地である沖泊地区

は,地 先漁場を主たる活動の場としてきた小漁村である。もとよりそうした漁撈活動

は,こ のムラの置かれている集落立地および周囲をとりまく自然的 ・地理的なさまざ

まな条件による制約を無視 しては考えにくい。そこで本稿ではかかる点をふまえ,そ

の漁撈 活動がどのように展開 してきたかを記述 していきたい。記述にあたっては,現

在このムラの主要な漁撈活動どなっている釣漁,網 漁,見 突き漁,磯 ものとりの4つ

の漁法を中心としなが ら,ム ラ人の漁撈技術か ら触れていくことにする。ここでいう

「技術」 とは,潮 の流れ,風 位プ海洋生物の習性などに関するムラの人の知識の総体
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を意味している。

　なお,本 報告は昭和50年 度から昭和52年度にいたる文部省科学研究費(一般研究A)

の補助を得て実施された共同研究 「日本村落社会における物質文化の地域的比較研究」

の報告の一部をなす ものである。

1.沖 泊 の 概 要

　沖泊は,島 根半島の北端に位置する島根町の一小字であり,行 政的には隣接する多

古地区とともに一つの大字を形成している(昭 和50年11月 現在,33世 帯。130人)。

　島根半島の多くの沿岸漁村がそうであるように,沖 泊もまた背後に急勾配の山をも

ち,山 すそからくナダ〉(船 寄場)に 至るまでの狭小な土地を生活の場としながら,

地先での漁撈活動をおこなってきた。ムラ人が主な漁場としてきた地先は,岩 礁の多

図1沖 泊 の 概 念 図
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い,入 り組んだ リアス式海岸を形成 している。こうした地形は,古 くからムラ人にと

って恰好の漁場となってきたが,一 方では港の拡張工事には大きな障害となった。比

較的湾が広 く,岩 礁の少ない隣りの多古地区が,沿 岸から沖合漁業へと新 しい流れに

乗れたのにくらべ,沖 泊が今日まで,沖 合漁業に展開できないでいる大きな要因にこ

うした自然 ・地理的条件があげられる。そして,そ れは一方では早い時期から戸数の

飽和状態をうみ,新 たな分家創設をむずかしくしてきた。 ちなみに,ム ラ人の記憶す

る最も新しい分家は,戦 後,部 落外へ分家 した例を除くと大正12年 であり,そ れ以後

は一度もない。 この分家創設の制限にみられる部落規模の適正化への強い指向は,た

とえば,各 戸の持舟の所有数を1パ イ　(隻)に 制限したり,あ るいは,か つておこな

われていたといわれる間引などのような,社 会的規制となってあらわれた。

　他方,地 先での小規模な漁撈活動以外にこれといった生産活動をもたないこのムラ

では,と りわけ,若 年層の流出を消極的にせよ促進させている。

　沖泊の歴史的形成,発 展過程は明らかではない。わずかに 「千酌(八束郡美保関町)

の漁師が沖で遭難 し,こ こに流れてそのまま住みついた」とか,「分家して もう200年

ほどなるが,何 代前に分かれたか知 らない」というムラ人の話 しに歴史の古さをかい

まみるぐらいである。

　図2は,ム ラ人の認識 している本 ・分家関係を図上に示し,各 戸の現在位置を中心

として分家創設過程における住居の展開をみたものである。ムラ人の語るムラの歴史

に,か ならず登場するのが①,③,④,⑭,⑳ の5家 で,い ずれも草分けとされてい

る。とりわけ,① はこのムラのくセンソ〉(先祖)と認識され,も っとも古い家と考え

られている。また,古 くは⑩の家より西側(図 中の点線枠内)は沼地であったと伝えら

れている。いずれにせ よ,草 分けとされる5家 がくナダ〉にもっとも近いところに位

置 し,そ れから分岐 した直接分家がすべて西方,つ まりくオカ〉(陸)側 に創設されて

いることからも,こ のムラの発展が,ほ ぼ東か ら西へという展開をみたことが理解さ

れよう。また,そ れ らの5家 がこの地に定着 し,分 家を創設 した当時は,今 よりもさ

らに狭小な土地であったと考えられる。これは,5家 からの直接分家が⑩の家を西限'

として,〈 ナダ〉か ら⑩までの範囲にとどまっているところからもうかがえる。

　 しかし,図2で みた分家創設の過程は,こ のムラの家の多 くが100年 以上の歴史をも

っていることからもわかるように,か なり以前に停滞していた。つまり,す でに触れ

た立地条件を背景とした戸数の適正化という規制が早 くから生 じていたものといえる。

　以下では,こ うした自然 ・地理的条件を背景として営まれている漁撈活動 について

概観していこう。
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図2　 ム ラ の形 成 過 程 の 模 式 図

　現在の漁撈活動は,オ オシキ(小 型定置網)な どを中心とした各種の網漁,一 本釣

りなどのほか,養 殖ワカメなどの磯 ものとりを中心としている。また,ム ラ人の船の

個人別所有数は,動 力船が4隻,無 動力船(1屯 以下)が ユ7隻である。動力船の4隻

のうち2隻 は,大 敷網組合所有のもので,個 人所有は2隻 である。いずれにせよ,4

屯未満の動力船と,1屯 未満の無動力船で,近 年ほとんどが船外発動機を備えたとは

いえ,1人 ないし2人 程度の乗組みによる家族単位の小規模なものである。

　沖泊の漁業は,漁 具の改良,機 械化の導入などによって,漁撈 活動に若干の変化を

もた らしてきた。しかしなが ら,こ うした一連の近代化過程にもかかわ らず,漁 村社

会特有の獲得経済を基盤とした生活は,潮 流の変化による魚種の減少,あ るいは大型

船による沖釣りなどを起因とした魚獲の減少のため,き わめて不安定なものとなって

いる。一方では,こ うした獲得的経済生活にあってに,.個 人の技術の優劣がただちに

一家の生計に影響を与える。出漁前の潮流,天 候の正確な予測,あ るいは漁場におけ

る捕獲技術は,あ る程度先代より伝達されるものであっても,そ の大部分は個人の能

力に負 うところが多い。「あれは,畑 のウネタテは上手だがアワビの方は全くだめだ」

とか 「アワビは専門家だが,一 本釣 りはうまくない」などといった話 しは調査中にも

たびたび聞かされたことである。
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　 これら個人的能力の優劣は,男 は主に漁において,女 は後述するようにジ<シ ョー

バイ〉(行 商)先 でどれだけ多 くのワカメやスルメを売ってくるかといったことに具

体化されている。

　他方,沖 泊における農業活動は,昭 和30年 の後半以降ほとんどおこなわれてお らず,

若干の家で菜園程度に野菜が作られているにすぎない。背後に急勾配の山をもったこ

の地では,部 落内での活発な農業生産活動が非常に限 られていた。しかしなが ら,戦

前までは,周 辺部落 と同様若干の生産活動,と りわけ戦後の食糧難時代には,イ モの

生産 ・出荷もおこなっていた。また,当 時は,松 江市近郊や旧千酌村(現 美保関町千

酌)付 近にかなりの田畑を所有 し,小 作させていたといわれる。 しか し,こ れらの土

地は戦後の農地改革の結果,皆 無となり部落内の急斜面につ くられていた僅かばかり

の畑地 も現在では松を植えるなどして,生 産活動は全 くおこなわれていない。

　 ここで若干,沖 泊でのくショーバイ〉について触れておこう。これは明治期の前半

に始まったとも伝えられるが,交 通機関の発達にともない,行 商先の地域も遠方に及

び,現 在,広 島,米 子,岡 山,鳥 取方面を主たるくショーバイ〉先としている。〈シ

ョーバイ〉にはだいたい5～6名 単位でグループを組み,短 くて20日 程度,長 期にな

ると2カ 月 くらい出かける。現在,沖 泊では28人がくショーバイ〉に出ているが,そ

の年齢構成は74才を最年長とし,平 均年齢 も57才と高齢化 している。

　 さて,こ の〈ショーバイ〉は行先の地名をとって東条組,岡 山 ・鳥取組,西 条 ・庄

原組 米子組の4つ の組にわけられている。 これらの組がもっている販売領域は伝統

的なものであり,個 々のメンバーは,自 己のくオ トクイ〉を母親ないし姑から世襲的

にゆずられてきた。また図3で もみるようにグループの成員も,親 子,姉 妹,オ バな

どの親族関係者を中心とし,さ らに友人などの若干名を加えた人びとで構成されてい

る。図中の2は すでに引退し,そ の後を婚出した娘(3)が 継いでいる。なお,3の 姑

はくショーバイ〉はやっていない。

　 一般にくショーバイ〉に出るようになるのは結婚後で,未 婚女性が出ることはない。

そして婚入などによって新たな成員(嫁)が 確i保さ

れるまで続けられる。しかし,す でにふれたように

構成員の高齢化現象は,も はや次代を受け継 ぐもの

を欠いていることを示 しており,ム ラ人自身も今の

代で最後だという。

　 このように,沖 泊においてくショーバイ〉が家計

のなかで占める位置は高 く,漁 場で男に求められた

図3　 〈ショーバイ〉グルー

　　　プの構成

　　　(西条 ・庄原組の事例)
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ことと同様の個人的技能(女 の場合は販売能力)が 必要条件として女にも求められて

きた。

　以上,沖 泊における生業形態を中心に記述してきた。周囲を急峻な山に囲まれ,わ

ずかな空間により添うようにして営まれてきた日常生活に,こ うした劣悪な自然環境

は多 くの困難さを強いてきた。それは大規模な漁撈活動を拒み,若 年層の流出を促進

させるものであった。 しかし,一 方では個人の能力を主体とした獲得的経済基盤のあ

り方は,沖 泊の社会構造を等質化 もしくは均等化させ,身 分的階層秩序を排除 してき

た。以下ではこのムラにおける漁撈活動を,主 としてムラ人のもっている漁場の認識,

潮流や天候などの自然への知識および伝統的な漁法 ・漁具から記述していきたい。な

お,こ.こ で使用する 「伝統的」という言葉は,ム ラ人(イ ンフォーマント)が 体験的

に復原 しうる範囲の時代を示すものであり,調 査時点にそくしていうな ら,お よそ明

治末期を,さ かのぼりうる過去の限界としている。

2.漁撈 活 動

1)　 漁場 とくヤマ ミ〉

　 明治8年(1875),当 時 の政府 によ って実施 された 「海面官有宣言」(太 政官布告第

195号)は,そ れ まで村境の延長を地先漁場 の境界 と して きた沿岸漁村に大 きな影響を

与えた。それ はとりもなおさず海面の国家所有を意味する もので あったが,そ の後制

定された 「旧漁業法」(明 治34年)の 施行 によって,こ こに漁業権制度の確立をみる

にいた ったわ けであ る[高 桑　 1976:58-61]。 そ れによって,漁 業 は政府 による許可

制 とな り,漁 民 は漁業種 目の申請 によって,は じめて海面での操業 が可能 とな った。

ちなみに,現 在,沖 泊での漁撈 活動 は,昭 和26年 に県知事に よって許可 された,第 一

種か ら第三種 までの共同漁業権お よび 自由操業(入 会)の 範囲内でお こなわれ ている

(図4)。 そ の内容 について は以下の通 りで ある。

　 第一種共同漁業権

　　　 01月1日 より12月31日 まで採取すべきもの(ア ラメ,雑 海藻,カ ジメ,ア ワビ,サ ザエ,

　 　　　イガイ,ナ マコ,タ コ)

　 　　 02月1日 より6月30日 までのもの(ワ カメ,バ バノリ)

　 　　 03月1日 より8.月31日 までのもの(テ ングサ類)

　 　　 04月1日 から7.月31日 までのもの(モ ズク)

　 　　 011月1日 から翌年の4月30日 までのもの(若 ノリ)

　 第二種共同漁業権
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(i)第一種共同漁業権

(2)第二種共同漁業権

(3)第三種共同漁業権

※()内 の数字は共同漁業権の範囲を示す

※ 図中、左端の数字は陸地からの距離

図4共 同 漁 業 権 の 区 割 り

種目　 0小 型定置網　 4月1日 から11.月30日

　　　 0つ ぼ網　 3月1日 から11月30日

　　　 0敷 網(四 ツ張網)　 4月1日 から11月30日

　　　 O磯 敷網(小 型四ツ張網等)　 1月1日 から12.月31日

　　　○磯刺網(立 網)　 4月1日 から12.月31日

　　　 o施 網(小 型地曳網,イ カ網類)

第三種共同漁業権

　　蜘飼付漁業

　　鱈付漁業

　　地曳網漁業　1月1日 から12月　31日

自由漁業

　　鰯,烏 賊,雑 魚の一本釣漁業

　　延縄漁業
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図5漁'場
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　現在の操業範囲は多古地区と共同で使用 している。図4に よれば,沖 合3000　mま

でがムラの地先漁場ということになるが,ム ラ人の日常の漁撈活動はむしろ,陸 から

500mの 範囲内でおこなわれている。

　さて,図5は ムラ人が今日,主 たる漁場としている範囲である。漁場のほとんどは

水深10～30mで あり,と りわけ陸に近 く水深10m前 後の岩礁地帯(瀬)が その中

心をなしている。この海域では,サ ザエ,ア ワビ,イ カ類あるいは海藻などが生息し,

好漁場となっている。 しかし,こ うした漁場 も固定化されたものではなく,図 にも示　.

してあるように明治 ・大正期にブリー本釣の好漁場であった大鶴島附近,あ るいはイ

カ類の多 くとれた赤島 ・乙島附近の海域は,今 ではほとんど釣漁には利用されておら

ず,サ ザエ,ア ワビの採取地帯となっている。また昭和28年 頃まで利用されていた小

型定置網の場所も,潮 流の変化によって,回 游魚の進行経路が変 ったため現在の位置

に変 ったといわれている。

　さてこうしたムラ人の認識 している漁場は,き わめて狭い海域であるが,も とより

個々の捕獲対象物の生息地の選定には,潮 の流れ,海 洋生物の習性,海 面下の岩礁の

状態など,多 岐にわたる知識を必要としている。 これ らの知識は,体 験的に累積され

ていくものと,父 なり祖父などから学習 してい くものという二つの側面をもつ。 しか

し日常の漁撈活動では両者が重なりあっておこなわれていることが多い。たとえば,

魚のとれる場所といっても,海 に出ればどこででもとれるというわけではなく,あ る

程度の予測のもとに漁場が選定されるわけである。 このある程度の予測を可能にする

のが,一まさに体験的知識でありダ学習された知識である。

　漁撈 活動でもっとも重要なことの一つに,海 上での自分の位置をどのようにして測

るかということがある。陸上であれば多 くの目標物があり,自 己の位置も容易に確認

しうるが,.広 い海上では,何 らかの手がかりによる意識的な操作を必要とする[五 十

嵐　1977:139]。 一般に,海 上で自己の位置を測定する方法として,「山当て」ない
　 　 　 　 　 　 　 ヤマ　ミ

し 「山立て」,「山見」 などの名称でよばれる ものがあ る。沖泊で くヤマ ミ〉と称 され

ている この位 置測定法は,単 に自己の位 置を確認する とい っただ けにとどま らず,自

己が体験 した好漁場 の位 置を記憶する有効 な手段 とな って きた。 この くヤ マ ミ〉に利

用 される ものは,山,岬 の先端,灯 台,松 などあ らゆ るものに及んでい る。以 下では,

〈ヤ マ ミ〉のい くつ かの事例を示 してい こう(図6)。

　 普通,ム ラ人のお こな うくヤマ ミ〉でたてる目標物は さまざまで ある。多い人で30

以 上のくヤマ ミ〉法 の種類を もつが,現 在,ム ラ人の誰 もが共通 に知 っているくヤマ

ミ〉法 は5種 類 である(図 中,1～5)。
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現在漁場となっている主な瀬

現在は使用されていない瀬

図6〈 ヤ マ ミ〉 の 事 例

(1)ハ ナ エゼ:高 渋 山(標 高451m)と 平 田山(176m)を 結 ん だ線 と,忠 山

　　 (290m)と ヤ ド(築 島の先端)を 結んだ線 の合 った地点。

(2)マ ジマセ:　 馬 島にある穴 と松島の先端 を結んだ線 と,多 古鼻 と潜戸を結んだ

　　線 の合 った地点。

(3)オ トジマウエノセ:　 オオヤマ(293m)と ヤ ドを結 んだ線 と,高 渋山 と七 ッ

　　穴(あ るいは,高 渋山 と乙島)と の合 った地点。

(4)サ ナ グ リ:　 高渋山 とシオカケ穴 を結んだ線を沖に向 って い く。

(5)ヤ ドセ:　 オオヤマとヤ ドを結 んだ線 と,ミ ゲ崎 と多古鼻 を結んだ線の合 った

　　地点。

　以上が,ム ラ人 のくヤマ ミ〉 による現在 の主 な漁場であるが,そ のほかオジマモ タ

イノセ(6),ケ ンサキ(7),マ ツ シマウエノセ(8),イ ソ ノハナ ノセ(9)な ど の瀬があ る。

　こうしたくヤマ ミ〉の方法に は,〈 ヒ トカタアテ〉とくフタカタアテ〉とがある。

たとえば,〈 サナグ リ〉とよばれる瀬(漁 場)を 例 にとってみよ う。 この漁場を探す

とき,ま ずム ラの背後 にある高渋山の頂上 を第一 目標 とする。次 に,〈 ナダ〉に近い
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ところにもう一つの目標物(上 述の例によるとシオカケアナ)を 定め,両 地点を直線

で結んだ延長線上にくサナグリ〉を当てるのである。これがくヒトカタアテ〉で,っ

まり既知の二地点の延長線上に漁場の位置を求める方法である。これは,陸 から近い

距離のとき用いられる。

　次にくマジマセ〉を当てる方法をみてみよう。この漁場は陸から比較的遠いところ

にあり,〈 ヤマ ミ〉の方法もくサナグリ〉にくらべやや複雑になる。まず,馬 島とよ

ばれる小さな島にある穴と松島の先端とを直線で結ぶ。次に多古鼻と潜戸を同じく直

線で結び,両 方の直線が交差 した地点にくマジマセ〉を当てるのである。これがくフ

タカタアテ〉で,二 本の直線,す なわち二方向のくヤマミ〉を使っておこなう方法で

ある。 これは漁場が遠くにあり,一 方向のくヤマミ〉では正確な位置を確認できない

場合用いられる。

　 ところで,〈 サナグ リ〉のようにくナダ〉のす ぐ近 くにある漁場では,〈 ヤマミ〉

の際にとられる目標物が人によって違うということはない。 しか し,〈 マジマセ〉,

〈ハナエゼ〉のようにくナダ〉か ら遠い漁場になると,人 によって目標物(杉 の大木,

陸の電柱,灯 台など)も 異なって くる。そして,よ り重要なことは,ど れだけ良い目

標物を多 くもっているかである。つまり,海 上で,あ る目標物がよく見えないような

とき,そ の代りのものを持 っていれば位置確認に支障をきたすことがないわけで,そ

のために彼 らは一つの漁場について数種類のくヤマミ〉の目標をもっている。

　 ムラ人によれば,〈 ヒトカタアテ〉を用いる漁場は,瀬 が南北に延びているところ

が多い。ここでいう南北とは,ぐ ナダヤマ〉(高 渋山,平 田山)を 基点とする延長線

上で結ばれる線で,〈 ナダ〉との遠近を測るのに重要な線となっている。他方,<フ

タカタアテ〉に頻繁に利用されるオオヤマ,忠 山は海上での東西の位置を確認するの

に使われている。

　 1～5の 瀬のなかで もっとも遠いハナエゼは手こぎ船で約1時 間半の距離にある。

直線距離にして5キ ロほど沖合の漁場である。この漁場にはブ リが回游 し,か つては

好漁場とされていた。漁期は10～11.月で主に一本釣をおこなったという。マジマセも,

ハナエゼと同様に,今 は殆ど利用されていない。戦前まではイサキの漁場となってい

た。オ トジマウエノセではポッカ,イ サキが釣れた。1～5の なかで,現 在でも活発

な漁撈 活動がおこなわれているのは,サ ナグ リである。

　 これ らの〈ヤマミ〉法の多くは,学 習されていくものであるが,常 に特定の瀬の魚

族が定着しているわけではない。事実,図 上の9つ の漁場(瀬)の うち,今 も使われ

ているのはサナグ リだけで,他 はすでに魚族がいないか,も しくはムラ人自身が殆ど
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行かない場所である。このことは,ム ラ人にとっては常に新たな漁場の開拓が求めら

れてきたことを意味する。〈ヒトカタアテ〉とかくフタカタアテ〉と表現される伝統

的なくヤマミ〉のタテ方 も,基 本的なことは父や祖父などか ら学習するにせよ,そ の

後は,新 たな漁場を探す ことによってよりうまいタテ方を工夫していかねばならない。

そうしたタテ方に個人の能力がかかわって くることが多い。それ故,〈 ヤマミ〉によ

って認識 している漁場の数に個人差が生じることになるわけである。

2)漁 期

　表1は,沖 泊 にお ける漁業暦 を示 した ものであ り,表2は,昭 和50年 度 の魚種別数

量水揚高の一覧で ある。漁業暦 の決定 は,ウ ニ,サ ザ エ,ア ワビのよ うに漁業法 によ

って禁漁期間が定 め られた もの もあるが,魚 族の回游時期,そ の生 育過程,あ るい は

潮流,風 位 などによって も決 め られて いる。なかで も,ム ラ人 にとっての大 きな関心

は,風 位にあるといってよい。以下では,ム ラ人 の風位観 について記述 して おこ う。

　 ム ラ人 の認識 してい る風位 は,基 本的 には8つ に分類 され る(図5参 照)。(1)北:

タカカゼ(も しくはオキカゼ),(2)南:ヂ ノカゼ,(3)東:コ チ(も しくはアイノ

カゼ),(4)西:ニ シカゼ,(5)北 東:ナ カ ツ,(6)南 東:イ セ ツ,(7)南 西:ハ エ,

(8)北 西:ア ナジ。 このなかで,タ カカゼを中心 として,ナ カッ,ア ナジの北寄 りか

ら吹 く風は,海 が荒れ,漁 に は不適 な風で,冬 期(12～2月)に は殆 どこの風が吹き

荒れ る。それに くらべ,ヂ ノカゼが吹 く(5～9月)と,海 上 はナギが続 き,漁 には

もっともよい時期 となる。 コチは,寒 があ けた ことを告げる風で ある。

　 これ らの風位 を知 ることによ って,ム ラ人は出漁時期,回 游魚 の到来を予測す るわ

けであ る。沖泊で年間を通 じて もっとも水揚高が多 く,活 況 を呈す るの は,5～9月

にか けてである(表2参 照)。 つま り,沖 泊 に住む人び とに とって,年 間の漁撈 活動

の多 くが,こ の時期 に集中 しているわけで ある。

　 そ こで,次 にム ラにお ける伝統的な漁撈 活動を,主 として漁法 ・漁具の点か らみて

い こつ。

3)釣 漁

　現在 おこなわれている釣漁 は,イ カ類 を対象 としたイカ釣 り,ス ズキ釣 り,イ サキ

釣 りで あるが,実 際には,イ カ釣 りを中心 として いる。かつては,ブ リ釣 りもお こな

っていたが,今 は殆 どお こなわれて いない。
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表1魚 種 別 漁 業 暦

漁期
(月別)

魚種別

サ サ イ カ

スルメイカ

マ イ カ

サ ザ エ

ウ　 　 ニ

ブ 　 　 リ

タ イ 類

ス ズ キ

ト ビ ウオ

養殖ワカメ

天然ワカメ

　さて,こ れ らの釣漁 の漁場 も,戦 前 と戦後で は大 き く変 った。た とえば,戦 前 まで,

あ るいは戦後間 もない頃まで,一 本釣 りの好漁場 となっていたハナエゼ,マ ジマセに

は,今 で は魚族 は殆 ど生息 しない。それまで,ハ ナエゼ は秋漁の場所と して,タ イ,

ブ リ,サ ンマ,イ カなどの生息海域 と して,一 方 マジマセは,夏 漁の漁場 と して,主

にイサキなどを とっていた。 と りわ け,ブ リ釣 りは,現 金収入 として もよかったた め,

ムラ人 の多 くが従事 したとい う。

ブリ釣 り　 ブ リは 「潮が通 った」場所 を好む といわれ,上 記 の瀬のほか,サ ナグ リで
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表2昭 和50年度 魚 種 別 数 量 水 揚 高 調 査 表

(資料:野 波漁業協同組合沖泊支所)

.月 別

魚 種
タイ類 ブ リ類 ハマチ

ヨ コ ワ

カ ツオ

イサキ
スズキ

トビ ウ

オ
ア ジ7劣メ㌶ 擶 リイ タ　 コ サザエ ア ワ ビ ナ マ コ ウ　 ニ モズク

1 5 18 7 113 38 34

2 2 4 285 42 105 44 13 32 18

3 3 4 75 32 422 25 28 28

4 64 18 13 19 1303 40

5 79 279 53 3 220
し

91 1033 12

6 93 260 5 205 301 191 24 156 67 2 93

7 10 78 2 107 4141 104 ※ 42

8 10 3 10 10 14 2375 41 ※ 8'

9 27 81 14 2 1050 58 ※

10 18 13 2 35 10 62 866 17 ※ 30 17

11 20 2 14 372 13 5 36

12 5 752 33 29 15 330 94 79 229

単 位:㎏

注1.表 中では水揚高(金 額)は 割愛 した。

注2.※ 印は,金 額のみ記載されていたもの。
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もよ く釣れた。潮 の流 れは,そ の 日によ って違 うが,ブ リは,主 に西か ら東へ通る潮

(風位で いえば,ニ シカゼ)に の ってきたので,潮 の流れをよ く見極 めて,自 己の位

置を決めたという。その際,舟 の位置 は,潮 の流れ と同 じ方向 に向けた。 この ブ リ釣

りは10～2月 にかけてお こなわれ る。また餌 として,昔 は イカの生餌を使 っていたが,

今 ではサ ンマを用いてい る。ブ リ釣 りで は,手 釣 りくブ リナワ〉と竿を使 っての一本

釣 りが使い分 け られて いた。 これ らのブ リ釣 りには,か つて は,〈 ナカ〉(ブ リナワ

を もつ),〈 トモ〉(か じを もつ),〈 ヘサキ 〉(帆 を操作す る)の3人 で乗 り組んだ

という。ほかの釣漁で もそうであるが,ブ リ釣 りには,昔 か ら擬似餌が欠 かせ なかっ

たが,当 時は,イ かの生餌 も使 われて いた。生餌の作 り方 は,ま ずイカの皮を剥 ぎ,

針 を通すための穴 をあける。次に,竹 製 の針で釣針のひ もを結 び,塩 吹穴か ら内部 に

差 し込む。竹 針はそのまま先端 の穴 か ら出 し,釣 針の先端 はイカの口に刺す。最後 に

カズ ラのひもで,釣 針 のひ もを固定する(図7)。 こ うして出来上 った生餌 は,130ピ

ロ程度(約200m)の 釣糸 につ ける。 その際,30ピ ロ(約45m)ご とに釣 り糸 の太

さを少 しずつ変え,手 元か ら先 にい くに したが って細 くしてい く。また,オ モ リは先

端(針 先)に い くぼ ど重 くした。 こうした操作 は,海 中で ナワが沈まないた めの工夫

であ る。なお,戦 前まで は,釣 糸 にはくマキ ョマ〉と呼ばれ るものを使用 していた。

〈ヨマ〉は,麻 糸を よって作 るが,〈 フタッヨ リ〉,〈 ミツ ヨリ〉 といった ように,

麻 糸の本数 によって区別 されていた。 また,〈 マキ ヨマ〉に対 してく シブ ヨマ〉とい

う区別 もあ った。 〈シブ ヨマ〉は,麻 糸 によったく ヨ

マ〉に,柿 の シブをつ けた ものである。 これ に対 して

くマキ ヨマ〉はく シブ ヨマ〉に ミシン糸 を手で巻 きつ

けた もので,〈 シブ ヨマ〉に くらべ,潮 の抵抗が少な

く,海 中で よじれる ことが少 ない といわれる。 なお,

〈 シブ ヨマ〉は,船 を海上 に固定させて魚をとるくタ

テヅ リ〉に使われ,一 方,〈 マキ ョマ〉 は,船 を走 ら

せなが ら釣るく ヒキヅ リ〉に用 いた とい う具合 に,両

者 は,巧 みに使い分 け られていた。普通,ブ リ釣 りに

使用す るには,130ピ ロ 必要 となるが,そ の製作には

半年を要 した といい,誰 もが大切 に扱 った。た とえば

操業 中くマキ ョマ〉が切 れた時には,す ぐくヤマ ミ〉

を して,そ の位置を確認 し,〈 サデ〉 とよばれ る鉄製

の引き揚げ具を使 って,海 底を引 きなが ら糸を探 した 図7　 イカの生餌
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とい うム ラ人 の話 しにも,そ れが うかがわれる。 ここにも,〈 ヤマ ミ〉が単な る学習

的な知識で はな く,体 験 的に得た ものでなければ役立たない ことが実証 されている。

イサキ釣 り　 これ は6月 中頃か ら7月 にかけておこなわれ る。 〈 ヨマ〉は,ブ リ釣 り

と同 じくマキ ヨマ〉を使 い,〈 ナマ リ〉のついた く ヨマ〉の先端 に,10ピ ロ(15m)

の 長 さのナイロン糸 をつ け,そ の先に擬似針 をつ ける。ナイ ロン糸 は5号 程度 の もの

を使 う。擬似針 は今 では,境 港(鳥 取県)の 釣具店か ら購 入す る。

スズキ釣 り　 漁期 は3月 か ら6月 い っぱい。〈 ヨマ〉は,ブ リ釣 りの もの と同 じだが,

〈 ヨマ〉の先 につ けるナイ ロン糸 は,10号 ほ どの太糸を使 う。漁場 は,サ ナグ リが主

で ある。

イカ釣 り　 釣漁のなかで も,中 心をな しているイカ釣 りは,ワ カメと並んで,古 くか

らこの ムラでの主要 な商品 となって きた。魚 と違 って,イ カ釣 りには瀬はあま り関係

ないとい う。 したが って,漁 場 もくヤ々 ミ〉をす ることはまれで,殆 どが陸近 くでの

操業 とな っている(図5参 照)。 イカ釣 りに使用する漁具 は,竿 と擬似餌 とい.った簡

単 なものである(図8)。 た だ し,曽これ らの漁具 は,ア オィカを とる時だけ使用 され

る。釣糸 は15ピ ロ(約20m)程 度 の短い もので,海 上 に舟を固定 し,海 面 をひきず る

よ うに してイカを釣 り上げ る。イカ釣 りに重要な もの として,擬 似餌針くエビガタ〉

が あげ られる。桐 の木でつ くられるこの針は,微 妙 な曲線のつ け方 と,ナ マ リのバ ラ

ンスの良 し悪 しで,海 中での動きが決 まるとい う。 したが って,上 手に出来た くエビ

ガタ〉は,何 に もま して大切 にす る。

図8　 イ　カ　釣　り　具
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　以上,沖 泊の釣漁を概観 してきた。釣漁の主要捕獲対象物であるイカ類の多 くが,

近年,水 揚高の減少におちいっている。これは,イ カ類そのものが地先までや って来

なくなったことによっているが,ム ラ人は,隠 岐島近海を中心とする大型船によるイ

カやその他の魚の大量捕獲のせいだと考えている。

　 4)　 網 漁

　現在,ム ラでおこなわれている網 の種類は,刺 網(サ ザ エの三枚網),カ サ網,オ オ

シキ(小 型定置網)で ある。 ちなみに,戦 前 までお こな っていた網漁 と しては,〈 ピ

ア ミ〉(4つ 張網,5つ 張網),地 曳 網 などで あった。まず,戦 前 の網漁について触 れ

てい こう。

4つ 張網 ・5つ 張網　 いずれ も終戦後 間 もない頃 までや っていたが,漁 具が大 きいの

図9　 〈ピ ア ミ〉(5つ 張 網)
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と操業 に多人数を要 するため,今 で は全 くお こな ってい ない。 ここでは5つ 張網を例

に とってみ よう(図9)。 これ は一辺が約50mほ ど の正五角形の網地 をナワア ミ(外

側 の荒 目の網)と ナカア ミまたは ミア ミ(魚 が直接入 る網で細 目)と の組 み合わせで

構成 した,ス ズ メダィ,ア ジなどを とる漁法である。 この網漁に参加す る船 は,ま ず

ナ ワア ミの5角 を支えるくア ミフネ〉(5隻),ナ カ ア ミを運搬す るくダィ フネ〉(1

隻),そ れ に夜間操業 に備 えて く ヒブネ〉(2～3隻)の 合計8～9隻 に及ぶ。 各船

には3～4名 乗 り組むため,30人 前 後 は必要 とな って くる。4つ 張網 もこれとほぼ同

じだが,網 自身 は一辺が15mと 比較 的小型 の ものであ る。 これは,ス ズメダイのよ

うに瀬に向 ってや って くる魚を対象 とす るが,こ の魚 は物 の気配を感 じると真下 に進

む習性 を もってい る。そのため,網 は瀬 などの上に沈あて おき,集 魚灯に近 づき,網

の真上に きたのをみ はか らって一斉 に網 を引きあげて とらえるわ けである。5つ 張網

で はくナカア ミ〉があ って魚群が逃 げないようにするなど,4つ 張網に くらべて工夫

がな されている。 また,〈 ヒブネ〉の使 う灯火 も大 きな変化 をとげた一つであろ う。

古 くは松の根株 などを燃や して灯 りと して いたが,そ の後,カ ーバ イ ト,ガ ス灯,バ

ッテ リー と移行 し,そ れに ともない明るさ も飛躍的に増大 した。 しか し,一 段 と明る

くな った直後 の操業で は,明 るすぎて魚群 が近寄 らなか った ともい う。

小 型地 曳網　先 の4つ 張網 ・5つ 張網 同様,こ の地曳網に も多数 の人数を要 した。 こ

れ は一般にはくイ ワシア ミ〉と称されて いたが,ナ ダが砂浜で な く岩礁地帯であ った

ため,網 が破損す るなどの被害が多か った とい う。 それを防 ぐため,網 の引 き上げの

ときに は,瀬 に10隻 ほ どの船がでて,ひ っかか らないように持 ちあげる こともした。

この くイワシア ミ〉にはムラで親子で漁 師を して いる家な ら誰 で も参加で きた。

　 こ こで注 目してよいの は,当 時 くナダ〉に2軒 のくア ミゴヤ〉があ った ことである。

このくア ミゴヤ〉の管理をす るた めにくア ミヤ ド〉の家が決め られた。 このく ア ミヤ

ド〉は戦後 しば らくまで あったが,そ れになるた めには,ま ず家 内構成が よい ことが

最大 の条件 とされた。 ヤ ドの主な仕事は,魚 の出荷 の時荷主になる ことで あったが,

ヤ ドを してい ると魚獲 の配分 も2人 前 も らえた。 しか し,ヤ ドの もっと も大切な役 目

は,新 暦2月13日 にお こなわれ るエビス祭 りの ときである。 ごの 日には,エ ビスさん

に供 えるシメナ ワを うつのである。ヤ ドの交代 は,5月 の畑の植 え付 けが終 るくシロ

ミテ〉の時 にお こな う。昔 は,来 年の マツ リにどれだけ必要か計算 して,皆 に割 り当

て冬 の間 にナワな った とい う。 そ して,そ れぞれが なった ナワをよ り合わせ大 きな ツ

ナをつ くった。ヤ ドの当主 は,当 日,神 さんにオ ミキと魚をそなえる。 ここで ヤ ドに

な った もの は,一 年間の漁 の責任 を持つ。ア ワビやサザエの口明 けの時,ナ ダ に出て
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合 図をす るな ど,そ うした仕事 の一つ とされて いる。 このヤ ドも,イ ワシァ ミがな く

なるのとほぽ時期を同 じくして な くな った。

　 このほか,〈 アゴア ミ〉(ト ビウオの引き網),〈 エビア ミ〉など もおこな っていた

が,い ずれ も5～6年 ほどの短期間で終 って しま った。 と りわけ,〈 アゴア ミ〉の場

合 は沖合での流 し網漁が盛 んになるに ともないくナダ 〉まで トビウオがや って こな く

な ったため,わ ずかの間の操業 とな った。

　 次に,現 在 の網漁 について触 れて いきたい。 それは大 き く分けて,組 合経営の くオ

オ シキ〉(小 型定置網)と 個人操作の刺網(サ ザ エの3枚 網)な らびにグループでの

くカサア ミ〉が ある。

オオシ串　 現在 のくオオシキ〉は,も と もと沖泊の部落経営であ ったが操業不振 によ

り,小 波部落へ売 った もので,今 は小波で7人 の共同出資 によって運営 されている。

沖泊か らは5人 が網子 と して参加 してお り,漁 場 の借賃 として,小 波側は沖泊に水揚

げの20%を 支 払 って いる。 このオオ シキの設置方法 も,初 期 のく三角 オオ シキ〉か ら

土佐式,越 中式 と移 り変 り,現 在の改良土 佐式 に至 ってい る(図10)。 網 をあげるの

は,今 で は朝 と夕方 の2回 だが,か つては夜 中にもあ げた。 ことにイワシ,カ マスな

どの魚 は,時 期をみて網 をあげない と皆,逃 げて しまった とい う。それ もイワシが殆

ど姿 を消 し,〈 オオ シキ〉での主要捕獲魚種 もイサ キ,ブ リなど大型化す るに ともな

図10オ 　オ　シ　キ
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い,逃 げだす心配がな くな ったこと,お よび魚 その ものが3回 もあげね ばな らないほ

ど沢山 とれな くな った ことなどに よ って,現 状 の2回 の 引き揚 げ にな った。 また,

〈 オオシキ〉の位置が変 ったのは,潮 流の変化 にと もな う回游魚 の周回 コー スが変 っ

たた めであ る。

サザ エの3枚 網　 サザ エの捕獲 は,も ともと見突 き漁でお こな っていた。 それがユ0年

ほど前 に網を使 ってサザエを獲 る技術が導入 されてか らは,次 第に網 を利用す る人が

増 えた。 見突 きで は,せ いぜ い6～7mぐ らいの海底の もの しかとれなかったが,

網 の登場 によって15～20mぐ らいの深 さの もの まで とれるよ うになったた めである。

もっとも当初は,サ ザ エよ りも魚 の方が とれた とい う。網の構造は,細 目の網 くナカ

ア ミ〉を荒 目の くガ ワア ミ〉で両側 か らはさむよ うな形を した,い わゆる3枚 網であ

る(図11)。5反 を く ヒ トモヤ〉 とす る網の長 さは,ほ ぼ270mほ ど であ り,こ φ網

をサザ エの生息地であ る瀬(岩 礁)づ たいにかぶせ るように して一週間 ぐらい沈 める。

　 この3枚 網 はまた,浮 刺網 として も利用されてい る。 その際 には く ヒ トモヤ 〉を

7～8つ ほどつなげて設置す る。 これ らの操業 は,い ずれ も夫婦,兄 弟 などを単位 と

する1～2人 の乗 り組みによ って おこなわれる。浮 き刺網の場合,夕 方漁場 に張 って

翌朝 引きあげる。その際,網 は直線的 にではな く波形 ない し円形状 に張 る。 また,あ

ま りウキをつ けると,ナ マ リが浮 いて しまって網 が不安定にな るので,大 体 く ヒ トモ

ヤ〉に150個 ぐ らいに押える。 この刺網で は,イ シダイ,ス ズキ,メ バル がとれ,漁

期は,ほ ぼ3月 の末か ら9月 にかけてであ る。

　 このほか,3つ のグループで操業 してい るくカサア ミ〉があ る。 これは夏 を除 いて

年間お こなわれてお り,タ イ,ブ リなどを とっている。 これに使われる網 も3枚 網で

あ るが,浮 刺網やサザ エ網に くらべ,〈 ミチア ミ〉(魚 群の誘導壁)を つ くるなど,

図11サ ザ エ の 三 枚 網
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若干大がかりになっている。このように,戦前におこなわれた多人数による大規模な網

漁の形態から,夫婦ない し友人などを中心とした小規模なものへと移 り変ってきた。こ

うした傾向の要因としては,直 接の担い手である若年層の部落外流出があげられよう。

5)　 見突 き漁

　沖泊における見 突 き漁は,サ ザ エ,ア ワビ,ナ マ コ,ウ ニ,タ コを捕獲 対象物 と し

ているが,サ ザ エは今 日ではすで に記述 した ように網漁法にとってかわ られて いる。

　 〈カ ネギ〉あるい はくカナギ〉 と称 され るこの見 突 き漁で使われ る漁具はそれほ ど

多 くはない(図12～13)。 〈サザエヤス〉は,3本 ヤスであるが,先 端部が丸 くけず ら

れてお り,ヤ スも並列的に配 置されてい るのではな く,三 角状 になってい る(図12)。

これは,突 くとい うよりも,は さみ とる とい う機能を もたせ たた めで あり,サ ザ エを

傷つ けないための工夫で あった。 また,柄 の長さ も12mを 最 長と して,8m,7m

と3種 類あ り,生 息場所 の深度 に応 じて使 い分 けて いる。同様の ことは,<ア ワビカ

キ〉,〈 ア ワビホコ〉について もいえる(図13)。 ア ワビの採取 は,今 も盛ん にお こ

なわれているが,た とえば アワビが比較的平坦 なところにいる場合 には,<ア ワビカ

図12見 突 漁 で つ か わ れ る 漁 具 ①
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図13見 突 漁 で つ か わ れ る漁 具 ②

キ〉ではが し,岩 礁などにいる場合 にはくアワビホ コ〉ではさみ とるとい ったよ うに

2種 類 の漁具を使い分 けている。 いわば,〈 ア ワビカキ〉は突剥具,〈 アワビホ コ〉は

突挾具 といえるだ ろう。 このほか,図12の よ うに,ナ マ コ,ウ ニ,タ コを突 くときに

は,〈 ヤス〉が利用 される。なお,ア ワビと り用の2種 類 の漁具は,鉄 製部分 と柄 と

を細い割竹 で装着 してい るが,こ れは海底で シナ リやす くするための ものである。

6)磯 もの とり

　かつて,ム ラ人の生計 はイカとワカメで維持 されて いた,と ム ラの古老が語 った こ

とがあ った。事実,磯 もの と りで ワカメの占める収益 は群をぬいて却 り,今 日もムラ

人の生計の重要 な部分を 占めてい る。

ワカメとり　 12～13年 前 にワカメの養殖技術が導入 されるまで は,こ のム ラの ワカメ

はヂ ワカメ(天 然 ワカメ)が 主流 を占めていた。 しか し,今 ではそのほ とんどが養殖

ワカメにな って!、る。 ヂワカメは4月1日 か ら5月 にかけての2カ 月間が解禁期間 と

な って いる。現在,養 殖 ワカ メをお こな ってい るのは13軒 であ る。養殖 ワカメの種 は,

瀬 崎,県 の水産試験場 か ら購 入 して くる。 まず はじめに,150mほ どの長さの化繊 の

ロープ(太 さは8分 ～1寸)を くオモヅナ〉として張 り,そ れ にワカメの種 のつ いた

1〈タネイ ト〉を巻 きつ ける
。 〈オモヅナ〉を張 る場所は決まっていて,毎 年,<ク ジ

ビキ〉でその順番を決め る。図5中 の① か ら③がその場所 とされてい るが,そ れ らは

瀬によ った もので ある。 ちなみに①は ウチジ ャク リ,② はムカヤマグチ,③ はヤマ シ
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ヤク リとい う瀬の名が それぞれつけ られて いる。①では6軒,② は7軒,⑧ が2軒 と

い うよ うに振 り分 けられて いる。合計が13軒 を越えているのは,一 軒でくオモヅナ〉

を2本 張 ってい る家があるた めであ る。〈オモヅナ〉を張 る期間 は,10月 か ら5月 末

までで ある。 この養殖 ワカメは2月 末か ら4月 にか けて とる。 その後,天 然 ワカメの

か りと りが続 くので,ム ラ人 にとって この時期 は年間で もっとも多忙な時期 となる。

ワカメをかる時間 は,朝 の8時 か らタ方の5時 と決 め られてい る。船の 出る日は,部

落定会 で相談 して決 まるが,船 を所有 しない者 は,〈 シ ョイ コ〉をかつ いで〈 メノハ

ガマ〉でとった。 〈メノハガマ〉の大 きさ,板 の長 さも3種 類あ り,岩 礁の状態 によ

って使 いわけた。天然 ワカメは,か りとってか らその まま天 日で干す が,養 殖 ワカメ

の方 は,何 度 も水洗 い し,ワ カメ しぼ り機で水分 をとったあ と,乾 燥機 で4～5時 間

乾燥 させる。 〈ナダ 〉で干す とき も,干 す場所は クジで決 め られた。

ノ リ ・テ ングサ　 ノ リとりは,11月 下 旬か ら3月 末までにおこなわれる。〈ホバ イ〉

(灰)を ノ リにかけて,手 で こす ってとる。朝の8時 か ら夕方の5時 までの制 限はワ

カメと りの場合 と同 じで ある。 ノ リとりは女性の仕事で,婦 人会で ナギの 日を選んで

出かける。現 在,沖 泊は4組 に分 けられて いるので,そ れぞれが交代でい く。 これ ら

のノ リは,巻 き寿司用 のノ リと して売 られる。一方,テ ングサは浅 いところに生息す

るが,3年 前か らム ラ人 はほ とん どがと らな くな った。 これはテングサ 自身の単価 が

安い ことによってい る。

　 以上,磯 もの とりについて触れたが,い ずれ にせ よ,そ こか ら得 る収入の ほとん ど

がワカメであ るとい ってよい。一こうした ワカメ,ノ リ,そ れにイカ類 を売 るた めに,

古 くか ら他県 にくシ ョーバイ〉に出てい った。そ して その担 い手が,主 婦 であること

についてはす でにのべた とお りである。 そこで,こ の〈 ショーバ イ〉について,若 干,

付 言 しておきたい。

　 〈シ ョーバイ〉に出かける回数は,グ ルー プによって多少 の違いはあ るが,大 体,

年 に5回 であ る。

　 1回 目:　 3.月 末 ～4月 上旬(20日 間),こ の ときには養殖 ワカメを もってい く。

　 2回 目:　 4月 下旬～6.月 中旬(2Q日 間),こ の ときにはヂ ワカ メを もってい く。

　　　　　　 なお,ワ カメ以外に もってい くものは,巻 き寿司用 のノ リ(5～6ソ ク:

　 　　　　 1ソ クは10枚),ケ ンザキィカ(3～5kg),サ キ ィカ(ス ル メを さいた も

　　　　　 の)な どでいずれ も松江の問屋で仕入 れる。

　 3回 目:　 7月 下旬(7～10日 間),盆 前 にい く。持 参す る ものは前2回 と同 じ。

　 4回 目:　 9月 末(20日 間),こ の時期 には祭 りが多いので,普 段 よ りは多 くもっ
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　　　　　てい く。

　 5回 目:　 12月 初 旬(20日 間),こ の ときは,ケ ンザキィカ,イ リを もってい く。

　以上,記 したよ うに1年 の ほぼ3分 の1は くシ ョーバイ〉に出てい ることになる。

現在4組 のグループがあ り,そ れぞれの行 く先 を異 にしている。 また,同 一 グループ

にはい って いて も,個 々人 は それぞれ 別の く トクイサキ〉 を持 ってい る。 こうした

く トクイサ キ〉は,〈 ショーバ イ〉を引退す るときに,ヨ メに受 け渡 した。その場合,

ヨメと一緒 に2年 ほどはく トクイサキマ ワ リ〉をす るとい う。なおヶ ンザキィカは,

か つては自家で とれた ものを もってい ったが,今 は獲れな くな ったた あ松江の問屋か

ら仕入れて持 ってい く。 また交通機関の発達 は,同 時 に大量の輸送を可能 にし,短 期

間の効率 よいく ショーバ イ〉を も可能 にした。 しか し,こ うした伝統的なくシ ョーバ

イ〉 も,後 継者が少 な くな りつつあ る現在,減 少 してい る。

お わ り に

　恵まれない集落立地,あ るいは沖合漁村への展開をはばんできた自然 ・地理的条件。

そのいずれもが,磯 漁 という,い わば地先漁場での操業を余儀なくさせるものであっ

た。そうした諸条件の制約のなかで展開されてきた,伝 統的な漁撈活動は,当 然のこ

ととして小規模なものにとどまらざるを得なかった。それは,明 治時代に,ナ ダか ら

1屯 たらずの小船に帆をかけて勇躍,隠 岐島近海にまで出漁 した姿とはかけはなれた

ものであった。確かに周辺の漁村が当該社会と同じように,地 先漁業を主 としていた

ときには,お 互いに共有できる体験をもっていた。しかし,そ の後にみる沿岸漁村か

らの脱皮という,そ れぞれの村が歩んだ展開過程は同時に共有できる体験をなくす こ

とになった。それはまた,沖 合での大規模な漁業によってくナダ〉まで魚群がこない

という地先漁場の実質的価値の低下ない し喪失という結果をももたらした。かつて,

何十種類ものくヤマミ〉の技術などムラ人が蓄積してきた漁場認知の知恵が大きな変

更を受けざるをえなくなったことなどそのあ らわれといえよう。

・本稿では,ム ラの伝統的漁撈 活動についての記述につとめてきた。その過程で当該

社会が置かれている自然 ・地理的条件の劣悪さを指摘し,そ れらが少なからず,ム ラ

の漁撈活動に影響を与えてきたことにも触れた。もとより,所 与の社会がすべてそう

したエコロジカルな条件に規制されうるわけではない。この点に関して筆者は別稿で,

当該社会の構造的特質を親族諸慣行の点から指摘 した[大 胡　1976]が,本 稿は,そ

の報告と対をなすものである。
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きた。ここに改めて感謝の意を表 したい。

　最後に,調 査中お世話いただいた小川佐一氏,野 田常氏があいついで亡 くなられた。ここに,

こころより御冥福をお祈 りいたします。
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